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高

風

江
戸
時
代
の
初
め
、
黄
奨
宗
の
超
然
外
、
百
拙
如
理
、
道
者
超
元
を

始
め
、
承
応
三
年

(
一
六
五
四
)
に
は
隠
元
隆
埼
、
明
暦

三
年

(
一
六
五

七
)
に
は
即
非
如

一
が
来
朝

し
た
。
そ
れ
以
来
、

明
朝
風
の
規
矩
が
我

が
国
の
禅
院
に
著
し
い
影
響
を
及
ぼ
し
、
そ
の
規
矩
を
模
倣
し
て
新
し

(
1
)

い
型
の
禅
堂
が
陸
続
と
し
て
建
立
さ
れ
、
永
平
寺
で
さ
え
も
僧
堂
を
黄

桀
風
の
観
堂
に
造
り
代
え
、

さ
ら
に
、
古
規
を
破

っ
て
明
風
の
規
則
に

習
う
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
曹
洞
宗
で
も
臨
済
宗
で
も
暗
黒
時
代

と
い
わ
れ
る
程
衰
退
し
て
い
た
時
期
で
、
隠
元
ら
の
渡
来
に
よ
る
黄
奨

宗
の
興
起
は
、
禅
宗
教
界
に
革
新
的
な
刺
激
を
強
く
与
え
た
の
で
あ

っ

た
。そ

の
た
め
曹
洞
宗
で
は
、
道
元
禅
師
の
清
規
が
刊
行
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
、
寛
文
四
年

(
一
六
六
四
)
四
月

に
は
、
九
鼎
大
初
が

『永
平
衆

寮
箴
規
』
を
出
版
し
、
同
七
年

(
一
六
六
七
)
に
は
、
光
紹
智
堂

(永
平

寺
三
+
世
)が
永
平
寺
に
お
い
て
伝
写
さ
れ
て
き
た
道
元
禅
師

の

『
典
座

教
訓
』
『弁
道
法
』
『
赴
粥
飯
法
』
『吉
祥
山
永
平
寺
衆
寮
箴
規
』
『
対
大

己
五
夏
闇
梨
法
』
『
日
本
国
越
前
永
平
寺
知
事
清
規
』
の
六
部
を

一
冊

に
ま
と
め
て

『
日
域
曹
洞
初
祖
道
元
禅
師
清
規
』
と
題
し
て
刊
行
し
、

黄
漿
の
威
儀
規
矩
に
対
す
る
曹
洞
宗
の
日
用
威
儀
を
改
め
て
世
に
示
し

た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
内
容
の

一
部
は
各

々
に
注
釈
さ
れ
、
元
禄
十

四
年

(
一
七
〇

一
)
に
は
、
徳
巌
養
存
が

『
永
平
衆
寮
箴
規
然
犀
』
を
、

膳
道
本
光
は
寛
延
元
年

(
一
七
四
八
)
に

『
略
述

赴
粥
飯
法
』
を
、
ま

た
、
面
山
瑞
方
が

『
吉
祥
山
永
平
寺
衆
寮
箴
規
聞
解
』
を
著
わ
し
た
。

さ
ら
に
、
本
光
は
明
和

二
年

(
一
七
六
五
)
に

『
衆
寮
箴
規
求
寂
参
』

を
、
同
四
年

(
一
七
六
七
)
に
は
、
面
山
が

『典

座
教
訓
聞
解
』
を
、
同

九
年

(
一
七
七
二
)
に
は

「衆
寮
箴
規
」
を

『吉

祥
山
永
平
寺
寮
中
清

規
』
と
題
し
て

「亀
鏡
文
」
『
参
同
契
』
『宝
鏡
三
昧
』
と
と
も
に
附
録

と
し
て
刊
行
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
道
元
禅
師
清
規
の
刊

行
は
、
黄
漿
宗
の
影
響
に
よ
っ
て
続

々
と
出
さ
れ
、
注
釈
も
加
え
ら
れ

て
禅
師
の
教
え
を
叢
林
で
履
習
せ
し
め
よ
う
と
活
発
に
行
わ
れ
た
の
で

あ

っ
た
。
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と
こ
ろ
で
、
光
紹
智
堂
が

『
日
域
曹
洞
初
祖
道
元
禅
師
清
規
』
を
刊

行
し
た
後
、

寛
政
六
年

(
一
七
九
四
)
五
月
に
は
、
永
平
寺
五
十
世
玄
透

即
中
が
祖
道
穏
達
に
委
嘱
し
て
、
そ
の
刊
本
を
校

訂
し
注
も
加
え

て

『
校
訂
冠
註
永
平
清
規
』
を
刊
行
し
た
。
そ
の
様
子
は

「
凡
例
」
に
記

さ
れ
て
お
り
、
旧
刊
の
字
画
の
誤
謬
や
句
読
の
錯
乱
を
訂
正
し
、
字
義

や
音
義
の
不
明
な
も
の
は
字
典
に
よ

っ
て
詳
し
く
調
べ
、
本
文
の
上
部

や
傍
側
に
細
書
し
て
注
釈
を
付
載
し
た
こ
と
を
い
い
、
旧
本
に
は
掲
載

さ
れ
て
い
な
い
僧
堂
㍉
衆
寮
の
二
図
を

『
勅
修
百
丈
清
規
』
や
校
定
、

禅
林
備
用
各
清
規
な
ど
の
古
図
か
ら
写
し
て
載
せ
た
こ
と
を
い
う
。
ま

た
、
続
い
て
「
夫
明
規

一
勃
興
。
其
弊
波
二及
本
邦
殉
遂
憲
二損
吾
祖
訓

一

至
二
其
甚
↓
一
愚
二信
彼
弊
規
殉
視
二
祖
規
一宛
如
二怨
讐
刈
是
以
祖
風
之
不
レ

振
久
臭
。
」
と
あ
り
、
明
規

(黄
壁
清
規
)
が
興

っ
て
そ
の
弊
害
が
我
が

国
に
も
お
よ
び
、
祖
訓
を
毒
損
し
て
甚
し
い
者
は
明
規
を
信
じ
て
、
祖

規

(道
元
禅
師
清
規
)
を
見
る
こ
と
は
怨
讐
の
如
く
で
あ
り
、
祖
風
は
振

わ
な
い
も

の
で
あ
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
玄
透
の
寛
政
年
間
に
は
、
道

元
禅
師
の
清
規
を
忘
却
し
て
明
規
の
影
響
を
受
け
て
い
る
者
の
多
い
こ

と
が
明
ら
か
で
、
そ
の
た
め

『
校
訂
冠
註
永
平
清
規
』
を
刊
行
し
た
の

で
あ

っ
た
。

二

明
規
に
対
し
て
古
規
復
古
を
主
張
し
た
玄
透
は
、
そ
の
思
想
が
彼
自

身
の
創
唱
し
た
も
の
で
あ
る
か
を
考
え
て
み
る
と
、

そ
う
で
は
な
い
。

す
で
に
玄
透
以
前
か
ら
生
ま
れ
て
い
た
の
で
あ

る
。
そ
の
第

一
は
、
月

舟
宗
胡

(
一
六
一
八
ー

一
六
九
六
)
で
あ
る
。
玄

透
の
『祖
規
復
古
雑
稿
』

に

「
明
僧
始
来
二

朝
殉
盛
唱
二
干
新
規
↓
於
レ是
。
我

門
之

昧
者
。
亦

皆
雷
同
。
所
二以
宗
風
大
変
一也
。
大
乗

月
舟
視
レ
之
如
二
仇
讐
ご

と
い

っ
て
お
り
、
黄
漿
規
排
撃
の
祖
と
み
て
い
る
。

し
か
し
、
月
舟
は
道
者

超
元
を
訪
ね
た
り
、
竜
渓
性
潜
ら
と
も
交

っ
て
黄
漿
と
は
無
縁
で
な
か

っ
た
。
ま
た
、
月
舟
の

『
雲
堂
常
規
』
も

『
黄
壁
く清
規
』

の
模
倣
と
い

わ
れ
て
お
り
、
月
舟
は
古
規
復
古
と
同
時
に
進
歩
的
な
革
新
の
面
も
あ

(
2
)

っ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
月
舟
は
、
玄
透
が
い
う
よ
う
な
反
漿

思
想
家
と
い
え
ず
、
か
え
っ
て
損
翁
宗
益

(
一
六
四
九
i

一
七
〇
五
)
が

徹
底
的
な
反
壁
く思
想
家
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
鏡
島
元
隆
博
士
の
研
究

に
よ
れ
ば
、
古
規
復
古
の
反
桀
思
想
の
背
景
と
し
て
、
損
翁
宗
益
-
面

山
瑞
方
ー
玄
透
即
中
と
の
系
譜
が
成
り
、
そ
の
証
明

と
し
て
面
山

の

『
損
翁
和
尚
行
状
』
を
引
き
、
月
舟
や
卍
山
ら

の
僧
堂
と
禅
堂
を
混
同

す
る
点
に

つ
い
て
批
判
し
て
お
り
、
ま
た
、
面
山
の

『
洞
上
僧
堂
清
規

考
訂
別
録
』
に
お
い
て
、
卍
山
の

『
椙
…樹
林
清
規
』
を
批
判
し
て
い
る

(
3
)

点
を
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

で
は
、
面
山
を
み
る
と
、
彼
の
反
奨
思
想

の
背
景
に
は
、
永
平
寺
四

十
世
大
虚
喝
玄

の
影
響
が
あ

っ
た
も
の
と
も

い
え

る
。
『
洞
上
僧
堂
清

規
考
訂
別
録
』
の
題
辞
に
よ
れ
ば
、
「享
保
己
酉
春
。
余
得
レ請
進
二山

若
之
空
印
殉
尋
挙
二旧
例
一上
二越
之
祖
山
殉
時
主
席
者
。
勅
特

賜
円
成

実
性
禅
師
也
。
…
…
山
僧
曾
有
二二
大
願
り
欲
三白
レ
官
復
二
高
祖
戒
儀

一也
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是

一
。
欲
下
再
建
二僧
堂
於
此
山
⑩
而
行
中
高
祖
清
規
上
也
是

二
。L
と
あ

っ
て
、
享
保
年
間
に
は
、
永
平
寺
で
さ
え
も
古
規
が
忘
却
さ
れ
て
お
り
、

喝
玄
が
古
規
を
復
興
せ
し
め
よ
う
と
し
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
さ

ら
に
、
喝
玄
の
も
う

一
つ
の
念
願
で
あ
る
僧
堂
を
再
建
し
て
、
道
元
禅

師
の
清
規
を
修
行
す
る
こ
と
か
ら
も
、
永
平
寺
は
道
元
禅
師
の
示
し
た

僧
堂
で
な
く
明
規
に
よ
る
禅
堂
と
な

っ
て
い
た
も
の
で
、
当
然
、
正
規

の
僧
堂
に
起
居
す
る
正
し
い
威
儀
の
あ
り
方
の
清
規
も
忘
れ
ら
れ
て
い

た
わ
け
で
あ
る
。
喝
玄
の
規
矩
に
対
す
る
考
え

は
、
享
保
十
七
年

(
一

七
三
二
)
に
記
し
た

『
永
平
丈
室
夜
話
菩
薩
戒
義
』
を
み
て
も
明

ら
か

で
あ
り
、

そ
の
自
序
に
よ
れ
ば

「
吾
高
祖
日
。
持
戒
梵
行
者
禅
門
之
規

矩
也
。
仏
祖
之
家
風
也
。
蓋
以
レ厳
二
浄
毘
尼
↓
方
能
洪
二範
三
界
殉
然
則

離
過
防
非
。
即
是
柄
僧
履
践
。
戒
律
為
先
正
是
正
法
眼
蔵

也
。
」
と
い

い
、
同
書

の
面
山
の
序
に
は

「然
近
世
有
下
不
レ
究
二此
戒
之
淵
源

一者
加

而
駁
議
紛
紛
。
祖
風
将
二為
レ之
変
↓
可
レ
不
レ惨

哉
。
当
二
此
之

時
↓
特

有
二現
住
永
平
大
虚
老
和
尚
。
勅
賜
円
成
実
性
禅
師
↓
曾
有
レ
志
レ矯
二
此

弊
殉
乃
著
二菩
薩
戒
義
ご

と
述
べ
ら
れ
、
喝
玄
が
戒
を
究
め
な
い
者
の

論
議
に
対

し
て
弊
害
を
矯
す
た
め

『
永
平
丈
室
夜
話
菩
薩
戒
義
』
を
著

わ
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
喝
玄
は
享
保

二
十

一
年

(
一
七

三
六
)
二
月
五
日
に
示
寂
し
た
た
め
、
喝
玄
自
ら
の
古
規
復
古

の
実
現

は
で
き
な
か

っ
た
が
、
そ
の
意
志
を
面
山
が
受

け
継

い
で
宝
暦

二
年

(
一
七
五
二
)
八
月
に

『
洞
上
僧
堂
清
規
考
訂
別
録
』
を
編
纂

し
、
同

五
年

(
一
七
五
五
)
九
月
に
刊
行
し
た
の
で
あ

っ
た
。

こ
の
よ
う
に
古
規
復
古
思
想
と
し
て
は
、
損
翁
宗
益
を
始
め
大
虚
喝

玄
、
面
山
瑞
方
と
流
れ
、
面
山
に
よ

っ
て
大
成
さ
れ
た
も
の
の
実
践
行

動
に
は
及
ば
な
か

っ
た
。
鏡
島
博
士
が
玄
透
の
古
規
復
古
は
、

「彼
以

前
の
宗
学
者
が
思
想
と
し
て
表
明
し
て
い
た
こ
と
を
永
平
寺
住
持
と
い

(4
)

う
位
置
に
お
い
て
社
会
的
関
係
に
も
ち
こ
ん
だ
も
の
に
過
ぎ
な

い
。」

と
い
わ
れ
る
の
も
当
然
で
あ
る
が
、
玄
透
は
喝
玄
の
二
大
誓
願
を
そ
の

ま
ま
実
際
の
行
動
と
し
て
働
い
た
も
の
と
も
い
え
る
の
で
あ
る
。

三

玄
透
の
古
規
復
古
に
対
す
る
考
え
が
明
確
な
の
は
、
『
祖
規
復
古
雑

稿
』
が
第

一
で
あ
る
。
ま
た
、
寺
社
奉
行
を
始
め
関
三
刹

へ
訴
え
た
文

書
な
ど
も
永
平
寺
や
大
乗
寺

(金
沢
市
長
坂
町
)
、
正
眼
寺

(小
牧
市
三
ツ

渕
)
な
ど
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
新
た
な
資
料
も
発
見
さ
れ
紹

(
5
)

介
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
筆
者
は
玄
透
の
古
規
復
古
に
対
し
て
反
論

の
あ

っ
た
点
に
注
目
し
、
そ
れ
を
具
体
的
に
な
が
め
て
み
た
い
。

従
来
、
玄
透
が
永
平
寺
住
持

の
立
場
か
ら
復
古
運
動
を
提
唱
し
た
功

績
の
大
き
い
こ
と
を
い
う
が
、
玄
透
は
永
平
寺

へ
昇
住
し
て
か
ら
新
し

く
古
規
の
回
復
を
主
張
し
た
と
い
う
の
で
は
な
く
、
す
で
に
寛
政
三
年

(
一
七
九
一
)
、円
通
寺

(倉
敷
市
玉
島
柏
島
)
に
住
持

し
て
以
来
、
木
魚

を
調
整
し
た
り
僧
堂
を
再
修
し
、
同
五
年

(
一
七
九
三
)
に
は

『
円
通
応

用
清
規
』
を
編
纂
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
翌
六
年

(
一
七
九
四
)
五
月
に

は

『
校
訂
冠
註
永
平
元
禅
師
清
規
』
を
刊
行
し
、
竜
穏
寺
(埼
玉
県
入
間

曹
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主
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郡
越
生
町
)
四
十
七
世
、

永
平
寺
五
十
世
と
晋
住
し
た
。
永
平
寺

へ
晋

住
し
た
後
、
寛
政
七
年

(
一
七
九
五
)
八
月
に
は
進
ん
で
官
衙
に
古
規
復

古
を
嘆
願

す
る
書
を
呈
し
、
続
い
て
僧
堂
や
衆
寮
の
改
築
を
行

っ
た
。

ま
た
、
同
年
十
月
九
日
、
『
校
訂
冠
註
永
平
元
禅
師
清

規
』
と
直
書
を

大
乗
寺
四
十
三
世
無
学
愚
禅
に
寄
せ
て
古
規
の
履
修
を
要

求
し
'て
お

り
、
そ
れ
以
来
、

永
平
寺
と
大
乗
寺
と
の
い
わ
ゆ
る
古
規
事
件
が
享
和

(
6
)

元
年

(
一
八
〇
一
)
頃
ま
で
続
き
、
大
乗
寺
の
規
矩
に
対
し
て
徹
底
的
に

永
平
清
規

の
履
行
を
強
制
し
た
の
で
あ
っ
た
。
大
乗
寺
は
、
月
舟
、
卍

山
が

『椙

樹
林
清
規
』
を
制
定
し
て
以
来
継
承
さ
れ
て
お
り
、
玄
透
は

そ
れ
を
永
平
清
規

へ
回
復
せ
し
め
・よ
う
と
し
た

の
で
あ

っ
た
。

し
か

し
、
大
乗
寺
と
し
て
も
伝
統
あ
る
法
式
に
対
し
て
変
更
は
不
可
能
で
あ

り
、
総
持
寺

へ
も
助
力
を
嘆
願
す
る
書
を
出
し
た
。

こ
の
問
題
は
幕
府

の
寺
社
奉
行
所
ま
で
持
ち
出
さ
れ
争

っ
た
が
、
前
田
家
と
本
多
家
の
支

援
に
よ
り
、
幕
命
に
よ

っ
て
変
更
さ
れ
ず
に
解
決
し
た
。
玄
透
は

「
與
二

某
長
老
唱書
」
に
、
「
禅
定
老
祖
者
。
世
称
二
洞
上
中
鯉
ハ
一而
今
現
行
之
規
。

是
他
所
立
之
法
則
也
。
公
若
不
レ率
二由
之
殉
則
負
恩
之
罪
何
以
免
乎
。

予
謂
レ之

日
。
旺
。
胡
不
レ
施
二別
淑
懸
殉
之
至
二
於
斯
一也
。
月
祖
置
而

不
レ
論
。
仮
使
錐
三
児
孫
英
俊
盈
二干
海
内
幻
筍
係
二我
永
祖
之
胤
一而
屏
二

棄
永
祖
大
規
殉
別
侶
二
一
途
之
新
軌
模
一則
。
吾
必
舎
レ彼
而

従
二永
祖

一

而
巳
。
」
と

い
い
、
月
舟
は
洞
門
の
申
興
で
あ

る
が
、
清
規

は
ま

っ
た

く
他
門
を
所
依
と
し
た
も
の
と
み
な
し
、
末
孫
ま
で
批
難
し
た
の
で
あ

っ
た
。
も
ち
ろ
ん

『
椙
…樹
林
清
規
』
は
、
白
龍
の
序
に
も

「
吾
月
舟
老

祖
。
勃
然
興
起
。
以
二至
徳
一振
。
当
二
此
之
時
↓
法
門
式
微
。
経
法
絶

滅
。
晦
乱
極
 
。
祖
乃
建
二法
憧
於
本
山
殉
大
張
二
乎
永
平
螢
山
之
清
規
一

の

と
い
う
如
く
、
永
平
、
螢
山
両
清
規
を
無
視
し
た
わ
け

で
な

い

が
、
黄
壁
く式
の
多
い
と
こ
ろ
か
ら
玄
透
の
目
か
ら
す
れ
ば
批
判

の
対
象

と
見
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
は
、
玄
透
の
思
想
と
し
て
、
宗
門

の
清

規
は
す
べ
て
永
平
清
規
に
帰

一
さ
せ
よ
う
と
す
る
た
め
で
、
大
乗
寺
は

そ
の
一
大
障
害
と
し
て
多
く
の
折
衝
を
も

っ
た

の
で
あ

っ
た
。

そ
れ
に
対
し
、
大
乗
寺
か
ら
玄
透
に
対

す
る
厳

し
い
反
論

が
あ

っ

た
。
そ
の
第

一
は
、
玄
透
か
ら
直
接
に
攻
撃
さ
れ
た
同
寺
四
十
三
世
無

学
愚
禅
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
『
大
乗
愚
禅
和
尚
語
録
』
巻
之
下

(『
曹
洞

宗
全
書
』
語
録
五
)
に
所
収
さ
れ
る

「規
矩
論
」

に
は
、
前
半
に
清
規

の

歴
史
が
百
丈
か
ら
永
平
、

螢
山
清
規
に
至
る
ま
で
記
さ
れ
て
お
り
、
後

半
に
は
、
古
規
の
呼
称
に

つ
い
て

「
近
世
面
山
制
二僧
堂
清
規
司
而
称
二

古
規
殉
指
月
制
二
規
律
殉
而
称
二
古
規
幻
可
睦
亦
別
設
二
一
規
↓
称
二之
古

規
殉
其
号
錐
レ
同
。
察
其
所
レ行
則
雷
壌
懸
隔
也
。
今
諸
方
専
唱
二古
規
↓

錐
下
我
未
占
熟
二
観
其
所
7行
。
而
異
二
於
三
家
一也
。
亦
猶
如
三
二
家
之
迭

有
二
殊
異
一也
。
由
レ
是
観
レ之
。
則
面
山
指
月
。

可
睦
諸

方
諸
老
。
錐
下

均
則
二
永
平
一倶
称
中
古
規
加
不
レ能
レ
無
二
少
異

一也
。
」
と
い
い
、
面
山
、

指
月
、
可
睦
ら
は
各

々
清
規
を
著
わ
し
て
古
規

と
称
し
て
い
る
が
、

三

家
各

々
異
な
っ
て
お
り
、

し
か
も
三
家
と
も
道
元
禅
師
に
則

っ
て
古
規

と
称
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
主
張
は
異
な

っ
て
お
り
、
自
由
に
古

規
と
称
し
て
い
る
が
す
べ
て
異
な

っ
た
も
の
で
、
古
規
と
い
え
る
も
の
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で
は
な
い
と
い
う
。
そ
し
て
、
「我
月
舟
可
レ
謂
古
規
亦
猶
如
レ此
。
近

世
唯
号
二大
乗
寺
規
↓
而
不
レ
称
二古
規

一者
。
我
大
乗
以
下
猶
能
守
二中
興

之
規
則

一為
中
世
之
憲
章
標
準
加
以
レ別
下
乎
余
之
竿

濫
籟
吹
称
二
古
規
一

者
上
乎
。
」

と
述
べ
、
月
舟
の
古
規
も
前
の
三
家
の
い
う
古
規
と
同
じ
こ

と
で
、
最

近
、
大
乗
寺
規
と
い
い
古
規
と
称
さ
な
い
の
は
、
大
乗
寺
が

月
舟
の
教
え
の
規
律
を
守
り
、
世
の
憲
章
標
準
の
も
の
で
あ
り
、
他
人

の
如
く
乱
り
に
古
規
と
風
潮
す
る
の
と
は
別
と
確
信
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
続
い
て

「堂
我
月
舟
故
好
二異
端
弔
奔
二走
他
宗
異

派
一者
哉
。
其

間

一
二
擬
似
二
他
派
規
則

一者
。
亦
猶
如
下
永
平
親
承
二曹
洞
之
下
流
↓
而

雑
中
采
臨
済
四
分
規
律
上
也
。
実
是
転
換
妙
手
。
随
方
神
術
。
転
レ
鉄
為
レ

金
。
救
レ弊
良
方
也
。
」
と
い
い
、
ど
う
し
て
月
舟
が
異
端

の
教
え
を
好

み
他
宗
異
派
に
陥
る
の
か
。
他
派
の
規
矩
と

一
、
二
が
似
て
い
る
も
の

も
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
道
元
禅
師
が
曹
洞
宗

の
教
え
を
受
け
な
が
ら
も

臨
済
や

『
四
分
律
』
の
教
え
を
雑
え
て
採
用
し
て
い
る
も
の
と
同
じ
で
、

弊
害
を
除

い
て
良
い
方
に
解
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
し

た
が

っ
て
、
古
規
と
称
し
て
ど
れ
程
の
も
の
が
あ
ろ
う
か
。
月
舟
の
清

規
が
最
も
古
規
則
に
合

っ
た
も
の
で
、
そ
れ
を
新
ら
し
く
し
た
も
の
に

改
定
せ
よ
と
い
っ
て
も
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
「以
レ故
中
興

已
来
。
迄
二干
今
日
幻
綿
綿
密
密
不
レ失
レ
所
レ守
。

人
天
帰
崇
。
龍
象
蹴

踏
。
其
余
波
遺
光
。
及
二
於
海
内
之
叢
林
↓
為
二
宗
門
之
干
城
ご

と

い

い
、
大
乗
寺
は
月
舟
以
来
の
規
矩
を
守
り
続
け
て
行
く
こ
と
を
自
負
し

て
お
り
、
玄
透
に
対
し
て
厳
し
く
反
論
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

次
に
、
同
じ
く
大
乗
寺
四
十
二
世
曇
瑞
禅
苗
の
著
わ
し
た

『
古
規
回

復
拙
考
』
が
あ
る
。
所
蔵
者

(静
岡
県
正
泉
寺
)
か
ら
筆

者

へ
貸
与

さ

れ
、
研
究
の
便
宜
を
得
た
の
で
本
書
に
お
け
る
玄
透

へ
の
反
論
を
な
が

め
て
み
よ
う
。

第

一
に
は
、
玄
透
が
明
僧
の
伝
え
た
清
規
を
、
曹
洞
宗
で
は
採
用
し

て
い
る
愚
者
が
多
く
、
そ
の
た
め
に
宗
風
の
変
わ

っ
た
と
い
う
点
に
対

し
、
曇
瑞
は
、
洞
門
の
昧
き
者
は
玄
透
の
曾
祖
で
あ
る
徳
翁
良
高
で
、

黄
奨
の
木
庵
性
稻
に
依
随
し
て
戒
を
受
け
て
お
り
、
曾
孫
の
玄
透
が
曾

祖
を
愚
者
と
い
う
こ
と
は
道
理
に
合
わ
な
い
も

の
と
い
う
。

第
二
に
、
玄
透
が
、
指
月
慧
印
は

『
不
能
語
規
律
』
、
面
山
瑞

方
は

『
洞
上
僧
堂
清
規
行
法
鋤
』
や

『
洞
上
僧
堂
清
規
考
訂
別
録
』
な
ど
を

撰
述
し
尚
古
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
曇
瑞
は
、

各
々
の
撰
述
も
意
に

合
う
点
を
集
め
て
製
作
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
異
文
が
多
い
。
し
た
が

っ
て
、
種

々
の
折
衷
案
で
あ
る
か
ら
古
規
の
書
と
は
い
え
な
い
。
看
読

も
日
々
の
行
持
で
あ
る
が
、
諸
経
や
諸
語
録
な
ど
に

つ
い
て
討
論
ば
か

り
し
て
お
り
、
坐
禅
を
修
し
て
い
な
い
。
指
月
や
面
山
以
外
に
も
古
規

と
称
す
る
規
矩
を
修
行
し
て
い
る
寺
院
が
あ
り
、

各

々
異
な

っ
た
規
則

を
遵
守
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
寺
院
に
対
し
て
も
、
古
規
と
称
し
て
永

平
清
規
を
強
制
的
に
押
し

つ
け
る
こ
と
は
、
時
機
人
器
に
相
応
す
る
も

の
で
は
な
い
と
反
論
す
る
。

そ
の
他
、
三
点
に
対
し
て
玄
透

へ
の
反
論
を

行

っ
て
い
る
が
、
「
願

書

ニ
ハ
見
サ
レ
ト
モ
」
と
し
て
、
「
上
官
衙
書
」

に
あ
げ
ら
れ
て

い
な

曹
洞
宗
古
規
復
古
運
動
の
主
張
と
反
論
 (川

口
)

-263-



曹
洞
宗
古
規
復
古
運
動
の
主
張
と
反
論
 (
川

口
)

い
玄
透
の
行
動
に
対
し
て
も
反
論
す
る
。
そ
れ
は
、
玄
透
が
寛
政
七
年

(
一
七
九
五
)
四
月
に
永
平
寺

へ
晋
住
以
来
、
永
平
寺
や
塔
頭

で
用
い
ら

れ
て
お
り
、
し
か
も
施
主
の
あ
る
大
小
の
木
魚
を
残
ら
ず
壊
し
て
焼
却

し
た
こ
と
に
対
し
、
古
規
に
は
諦
経
の
際
に
木
魚
を
打
ち
鳴
ら
す

こ
と

は
い
わ
な

い
と
し
て
も
仏
法
器
で
あ
る
た
め
、
蔵
な
ど
に
納
め
て
お
く

べ
き
で
あ
る
と
曇
瑞
は
嘆
く
の
で
あ
る
。
続

い
て
、
『勅
修
百
丈
清
規
』

法
器
章
や

『
禅
苑
清
規
』
「赴
粥
飯
法
」
な
ど
を
引
用

し
、
木
魚
が
法

器
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
お
り
、
大
衆

の
諦
経
を
揃
え
る
に
は
、
木

魚
が

一
番
良
い
も
の
で
あ
り
、
ど
う
し
て
古
式
の
も
の
ば
か
り
用
い
近

代
的
な
良

い
も
の
を
用
い
な
い
の
か
と
い
い
、
曇
瑞
は
諦
経
に
木
魚
の

使
用
を
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

四

以
上
な
が
め
て
く
る
と
、
玄
透
は
大
乗
寺
に
対
し
て
徹
底
的
に
古
規

則
遵
行
を
せ
ま
る
と
と
も
に
、
強
固

な
行
動
を

と
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
大
乗
寺
側
も
曇
瑞
禅
苗
や
無
学
愚
禅
が
反
論
し
て
お
り
、
大
乗
寺

に
は
、
大
乗
寺
の
古
規
が
あ
る
も
の
と
い
い
、
か
え

っ
て
時
機
に
即
し

た
規
矩
も
必
要
で
あ
ろ
う
と
玄
透
を
説
得
し
て
い
る
こ
と
も
知
る
こ
と

が
で
き
る
。
ま
た
、
『
古
規
回
復
拙
考
』
に
よ
れ
ば
、
曇
瑞
は
玄
透
に

対
し
て
、
本
来
の
古
規
則
と
は
何
か
と
問
い
質

し
て

い
る
点

も
み
ら

れ
、
大
乗
寺
側
が
玄
透
に
対
し
て
負
け
て
お
ら
ず
、
逆
に
正
し
い
主
張

で
あ
る
と
い
う
確
信
を
持

っ
て
い
た
こ
と
が
明

ら
か
に
な

る
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
残
念
な
が
ら

『
古
規
回
復
拙
考
』
は
刊
行
さ
れ
な
か

っ

た
た
め
、
大
乗
寺
を
中
心
と
す
る
人

へ
表
明
で
き
な
か
っ
た

こ
と
は
、

識
語
に

「
右
古
規
回
復
拙
考
迫
田
義
教
太
夫
所
持
之
書
也
。
余
錐
為
法

孫
所
未
見
也
。
」
と
あ
る

こ
と
か
ら
明
ら
か
で
、
法
孫

さ
え
も

未
見
で

あ

っ
た
。

何
れ
に
し
て
も
大
乗
寺
側

の
胸
の
中
に
は
、
曇
瑞
や
無
学
と
同
じ
よ

う
な
考
え
を
も

っ
て
行
動
し
て
い
た
者
が
多
く

い
た
こ
と
は
想
像

で
き

る
の
で
あ
る
が
、

そ
の
反
論
を
推
進
し
て
い
っ
た
ブ
レ
ー
ン
は
見
あ
た

ら
な
い
。

一
方
、
玄
透
の
主
張
は
享
和
二
年

(
一
八
〇
二
)
の
道
元
禅
師

五
五
〇
回
忌
を
機
と
し
て
推
進
者
を
得

て
お
り
、
例
え
ば
、

瑞
岡
珍

牛
、
寂
室
堅
光
、
黙
室
良
要
、

黄
泉
無
著
ら
に
よ
っ
て
古
規
復
古
を
学

問
的
に
証
し
て
推
進
す
る
著
作
を
生
み
出
し
、

さ
ら
に
、
祖
道
穏
達
、

大
愚
俊
量
ら
に
よ
っ
て

『
正
法
眼
蔵
』
の
開
板
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
当

時

の
眼
蔵
家
と
称
さ
れ
る
学
僧
と
戒
律
を
専
門

と
す
る
律
師
ら

の
プ
レ

(
7
)

ー

ン
に

よ

っ
て
、

一
層

推

進

さ

れ
実

行

さ

れ

て

い

っ
た

も

の

と
考

え

ら

れ

る

の
で

あ

る
。

1
 

横
山
秀
哉

『
禅

の
建
築
』

三
四
、

一
七

四
頁
。

2
 
古

田
紹
欽

『
日
本

仏

教
思
想
史

の
諸
問
題
』

二
三
九
頁
。

3
、

4
 
鏡
島
元
隆

『
道
元
禅

師

と

そ

の
門
流

』

一
八
四
、

一
八
五
頁
。

5

『
永
平
寺
史
』
第
七
章

古

規

復

古

と
玄
透
即
中
禅
師
参
照
。

6
 

館
残

翁

『
加

賀

大

乗

寺

史
』

一
四

三

頁
。

7
 
拙
稿

「
曹
洞

宗
古
規
復
古
運
動
推
進
者

の
著
作

と

『
禅
規

略
述
』

の
翻

刻
」

(
「禅

学
研
究
」
第
六

一
号
)

参
照
。

(
愛
知
学
院
大
学

助
教
授
)
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